
令和５年度 第１回鶴岡市総合教育会議 次第 

 

日時：令和５年７月２７日（木） 

午後１時３０分～３時（予定） 

場所：鶴岡市役所 本所３階「庁議室」 
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３ 協 議 

 

（１）教育を通じた「子育て世代に選ばれる」地域づくり 

 

①鶴岡型小中一貫教育について 

 

②藤島地域教育振興会議について 

 

③こどもの「あそび場」についての現状・課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）その他 

 

 

 

４ 閉 会 
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鶴岡型小中一貫教育について 資料№１－１

（１）小中一貫教育とは？

 「小中一貫教育」とは、小学校と中学校が目指す子ども像を共有し、９年間を通じた教育課程を編成し
て系統的な教育を目指すものです。

 小中一貫教育に取り組むことで、「授業の理解度の向上」や「学習に悩みを抱える児童生徒の減少」、
「小中ギャップの緩和」や「自己肯定感の向上」といった様々な効果が期待されます。※

 教職員にも「指導方法への改善意欲の向上」、「教科指導力・生徒指導力の向上」、「小中学校間にお
ける授業観や評価観の差の縮小」などの効果が期待されます。※

 これらは、本市が抱える課題と一致する部分が多く、有効かつ必要な取り組みであると判断し、令和7年
度より全市で小中一貫教育を導入することとしました。

※「子どもの発達や学習者の意欲・能力等に応じた柔軟かつ効果的な教育システムの構築について（答申）」（平成26年12月中央教育審議会より

（２）鶴岡型小中一貫教育とは？

 本市では、これまでも小学校と中学校が、互いの情報交換や交流、授業研修などを通して、小学校から
中学校への円滑な接続を目指す「小中連携教育」に取り組んできました。

 「鶴岡型小中一貫教育」では、今までの小中連携教育で実践してきたことに加え、「目標」「教育課
程」「活動」「家庭・地域」の４つのつながりを大切にし、小中学校の９年間を一貫した教育方針で子
どもたちを育てます。

 これにより、確かな学力や社会性の育成、魅力ある学校づくりを目指します。
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鶴岡型小中一貫教育導入により期待されること・心配されること 資料№１－２

【期待される効果】

①異学年の子どもたちの意図的な交流等により、
児童生徒の心の安定が図られ、いじめや不登
校が減少する。

②教職員の協働を実現する組織づくりや合同研
修を実施することにより、教職員の意識や指
導力が向上する。

③地域の良さを追究する「ふるさと学習」を９
年間を通じて系統的に行うことにより、より
深い郷土愛を醸成することができる。

【さらに「小中一貫校」を設置すれば
期待される効果】

④柔軟な学年区分の設定（４-３-２制や５-
４制）を実施することにより、小中ギャッ
プが軽減する。

⑤中学校教員による小学校への計画的な乗り
入れ授業を実施することにより、より質の
高い授業を展開できる。

【心配されること】

①小学生のリーダーシップを発揮する機会が少なくなり、自主性や積極性が
育ちにくい。

②軌道に乗るまで会議や打ち合わせが増えることにより、教職員の負担が増
える。
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鶴岡型小中一貫教育の形態と今後のスケジュール 資料№１－３

■「鶴岡型小中一貫教育」の３つの形態

①現在の中学校ブロックでの一貫教育…小中一貫校ではありません

②併設型小学校中学校…小中一貫校

それぞれの学校に校長がいる組織上独立した小学校・中学校が、義務教育学校に準じた形で一貫した教育を行
う学校。

③義務教育学校…小中一貫校

１人の校長のもと、１つの教職員組織が一貫した教育課程を編成し実施する９年制の学校。

※「鶴岡型小中一貫教育」は、中学校区ごとに①を基本に実施していきますが、小中一貫教育をより効果的に進
めることができる②③についても、必要に応じて検討を進めます。

■今後のスケジュール

●Ｒ４ 市小中一貫教育基本計画検討

●Ｒ５ 市小中一貫教育基本計画策定委員会による協議 → 策定

●Ｒ６ 中学校区ごとの具体計画検討

●Ｒ７「鶴岡型小中一貫教育」開始
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藤島地域教育振興会議と検討状況 資料№２ー１

藤島地域の教育環境の将来像を
検討

①学校施設の老朽化
• 藤島中（築55年）の改築
• 各小学校の老朽化

②小中一貫教育の導入
• 藤島中改築を契機とする、藤島
地域の小中一貫教育のあり方

目的 検討事項

① 藤島地域の教育環境の現状と課題
② 藤島中改築に伴う教育環境の整備方針、

藤島地域における小中一貫教育の形態
③ 小中一貫教育の先進事例
④ 令和４年度の議論を踏まえた、藤島地域

小中学校のあり方
⑤ 藤島地域小中学校のあり方を踏まえた、

新校舎の施設規模、校舎機能
⑥ コミュニティ・スクール、部活動地域移

行など地域支援のあり方、通学対策

検討経過

 第１回会議（R4.10.7）
 第２回会議（R4.11.17）
 第３回会議（R5.1.26）
 第４回会議（R5.3.10）
・グループ協議結果の確認
・次年度の検討事項、地元意見の集約方法等

 第５回会議（R5.6.2）
・地区説明会の報告、意見等の取扱い

 第６回会議（R5.8.9）
 第７回会議（R5.10月上旬予定）

第１回会議

鶴岡型小中一貫教育と藤島地域教育環境の
現状と課題について理解を深める

◎児童・生徒数の減少
• ３つの小学校の全児童数はR3～10で、
422人から297人へと約30%減少

• 中学校の全生徒数はR3～1６で、252人か
ら140人へと約44％減少

◎藤島地域学校施設の老朽化
• 藤島中は築55年で、広範囲に劣化し早急
な対応が必要

第２回会議

「酒田市の小中一貫教育」「小中一貫校（義務
教育学校）」の成果と課題を学ぶ

◎新庄市立萩野学園（義務教育学校）の成果
• 「小中ギャップ」の解消に向け、前期、
中期、後期の３ブロック制で、子どもは
４回リーダーを経験

• 発達段階に応じた学年区分、異学年交流、
ふるさと学習、教科担任制などで「心の
安定」が図られ、問題行動、不登校が大
幅に減少

第３回会議

「藤島中改築に伴いどのような教育環境を実現
したいか」をテーマにグループ協議

◎グループ協議の論点
①藤島地域の教育で何が課題か
②その課題を解決するため、小中一貫教育、
学校施設はどうあるべきか。またその条
件は。

③その他

詳細は資料№２ー２
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藤島地域教育振興会議 グループ協議で出された意見

論点① 藤島地域の教育で何が課題か

• 人口減少・少子高齢化による地域活力の低下、課題を解決し今後の地域づくりに活かすべき

• これからの社会を見据えた質の高い教育活動が必要、学校の小規模化・複式学級では教育目的が果たせない

• 小中学校施設が老朽化している

• 小規模校では競争力、社会力、集団適応力育成に懸念がある

• 複式学級に不安をもつ保護者がいる

論点② その課題を解決するため、小中一貫教育、学校施設はどうあるべきか。またその条件は。

• 教育諸課題を解決するため、小中一貫教育を推進する。小中一貫教育の効果が発揮できる小中学校の施設一

体型の「義務教育学校」または「併設型小学校・中学校」を開設

• 学校統廃合という視点ではなく、藤島地域の全小中学校がこれからの時代の学校へ

• 学校規模の適正化は必要であるが、魅力ある学校づくり、住民も利用できる学校に

• そのためには、地域や保護者からの理解と納得が必要。地域が応援したくなる教育方針と学校理念を示すべ

き。通学など児童生徒のケアは細やかに

論点③ その他

• 新校整備と地域活性化を同時に取り組む

• 小学校で取り組む伝統芸能は工夫し継続

• 跡地を利活用し地域振興を

• 世代交流は地域が主体に

資料№２ー２R5.7.27
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藤島地域教育振興会議 藤島地域各地区説明会と第５回会議

藤島地域教育振興会議の検討状
況を地域住民、保護者に説明し
令和５年度の協議に反映させる

①地区説明会参加者（うち保護者）
• ５月12日

八栄島地区 10人（２人）
• ５月16日

渡前地区 25人（10人）
• ５月18日

東栄地区 22人（７人）
• ５月22日

長沼地区 17人（３人）
• ５月25日

藤島地区 21人（４人）
合計95人（26人）

各地区説明会 地区説明会で寄せられた意見（括弧内数字は同様の意見数）

小中一貫教育
に賛成

• メリット、デメリットを整理し説明されている。堂々と進めてほしい。
• 小中一貫教育は良い。藤島地域全体が連携し盛り上がる地域づくりを進めてほしい。
• 子どもがリーダーを経験できる環境をつくりながら進めてもらいたい。

小中一貫教育
への不安・
要望

• 小中一貫教育に取組み、想定外のことが起きないか心配。
• 系統化の教育で、子どもの気持ちがついていくか心配。特別支援の体制や子どもの気持ちや関係性が
切替えできる体制をつくってほしい。

• 議会や住民に対し説明が不足し物事を拙速に進めている。住民参加の道筋をたどるべき。（１）

小中一貫校に
賛成

• 学校全てが一緒になる方が充実し、よい教育を子どもに提供できる。（２）
• 複式学級は子どもの教育に不安がある。藤島全小学校が統合することに賛成する。
• 費用面からも１つの学校がよく９年間で同じ校舎で教育に取り組むのが良い。

小中一貫校
への要望

• 地域の宝である文厚エリアが良くなることを前提に進めてほしい。
• 義務教育学校が成功しない場合、市、市教育委員会は何をするのか。１学年35人以下になっても、市
単独予算で２学級を維持してほしい。

• 小中一貫校になるのは仕方ないが、通学（登校時間）が不安。通学バスをきちんと整備したうえで一
貫校に移行してほしい。（１）

• 木造建築で耐震性のある学校を建設してほしい。
• 教室のスペースに余裕をもたせてほしい。

地域合意への
要望

• 子育て世代だけでなく地域の様々な世代の声を聞き、共通理解を得ながら進めてほしい。
• 保護者がどのような教育環境を望むかが一番大切。直接、保護者に説明し、意見を聞いてほしい。
• 地域理解と合意形成のためには、さらなる話し合いが必要。（３）

説明会への
要望

• 義務教育学校建設費の国補助の嵩上げを説明していないことが不満。
• 小中一貫教育はよいので、保護者にＰＲしてほしい（１）
• 小中一貫教育の中身が大事なので、藤島での具体的なメリットを示してほしい。
• 小中一貫教育でいじめや不登校が減ることの具体的な数字を示してほしい。

その他

• 幼児から中学校までの教育を藤島で一貫し取組めないか。
• 広報ふじしま地域版で小中一貫教育の記事を読むが、説明会に参加しなければ分からない。
• 中学生の悪い影響を小学生が受けるのではないか。
• 働く場所や、工業団地、住宅団地を作ることが地域振興に必要である。

地区説明会での意見を踏まえ、
今後の検討の方向性について委
員の見解を伺った。

第５回会議（R5.6.2）

渡前地区説明会の様子

①小中学校施設一体型の小中一貫校を開設すべき…10/16人

②小中一貫校の開設に向けて不安（学校統合等）・条件（通学支援等）あり…4/16人

③小中一貫校の開設に判断がつかない…2/16人

資料№２ー３R5.7.27
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藤島地域教育振興会議 保護者アンケート結果と今後の取組み 資料№２ー４

藤島地域における鶴岡型小中一貫教育の３つの形態（学校施設
のあり方）について、将来通学することとなる子どもの保護者
の意向を確認し、令和５年度の協議に反映させる。

保護者アンケート ■期間 ７月３日～18日
■対象 藤島地域の未就学児・児童生徒の保護者世帯 約680世帯
■回答 104世帯（15％）
■備考 アンケートに先立ち保護者説明会開催（参加36人）

期間中、説明動画をYoutubeで配信（再生回数106回）

アンケート速報

藤島中改築にあわせ、約85％の保護者が小中一貫校の開設を望んでいる。

うち約58％が藤島地域内の全ての小学校と中学校が一緒になる「義務教育学校」の開設を望んでいる。

…詳細は、８月９日（水）開催の令和５年度藤島地域教育振興会議（第６回会議）で報告

①藤島地域教育振興会議報告書のとりまとめ…今後２回の会議を開催し、地域や保護者の意向を踏まえ藤島地域の小中学校の将来像
を報告書としてまとめる。

②藤島地域振興懇談会、地域住民等への説明…報告書の内容を藤島地域振興懇談会、地区説明会等で説明し、意見をお聞きする
③鶴岡型小中一貫教育基本計画への反映…報告書及び地域の声を踏まえ、基本計画へ反映させる。

今後の取組み

R5.7.27
鶴岡市教育委員会管理課

■回答者（保護者）の居住地区

藤島 八栄島 長沼 東栄 渡前

61

13 12 11
7

■回答者（保護者）の年代

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代19歳
以下

0
4

43

51

3 3

■藤島中改築に合わせて希望する藤島地域の小中学校の形態は

義務教育学校
51

併設型小学校
・中学校

37

既存の学校
施設のまま

13

その他 3



「あそび場」は、児童館、民間施設ソライ、まんまルームなどの子育て支援センターがあるが、
子育て世帯からは「あそび場」の不足を指摘されている。

「あそび場」に対する子育て中の保護者の「声」（「出産・子育てに関する意識・希望調査」（政策企画課））

9

〇期 間 令和４年８月２６日～９月９日
〇対 象 子育て世帯（０歳～中学３年生まで）
〇回答数 1,750世帯（※H27実施時595世帯）

【子育てに関する自由記載の分析・特徴（６７８名：１，０４０種）】

▻ あそび場に関する「声」は、３５％で最多。遊び場の不足、整備への要望、遊具の更新などに関するもの。
▻ 遊び場への声のうち、屋内と屋外（公園）への声はほぼ同数（屋内２６％、屋外２７％）ソライに対し１４％の声があり、
そのほとんどが利用料に関するもの。

▻ その他の中には、旧町村などの郊外地は、公園などの遊び場、子育て支援が行き届いていない声。一方で、自然環境が良く、
未就学児の遊びに適しているとの声も少なくない。

遊び場, 35%

子育て支援, 

28%

小中校関連, 

13%

医療、妊娠・

出産, 9%

職場、住環境, 
3%

その他要望・不満, 12%

ソライ, 14%

屋内, 26%

公園, 27%
未就学児の遊び, 

3%

小中学生の遊び, 

11%

遊び全般, 

19%

R5.7.27
鶴岡市健康福祉部 こどもの「あそび場」についての現状・課題（市民の声）R5.7.27

鶴岡市健康福祉部
資料№３ー１



中央児童館は雨漏りやシロアリの被害があり、藤島児童館も老朽化が進んでいる。
児童館は学童保育の利用が多く、時間帯によっては自由来館の利用が制限される。

児童館等の設置・利用状況（令和３年度実績）
（人・千円）

施設名 所在 開設年度
自由来館
利用者数

学童・その他
事業利用者数

利用者
総計

中央児童館 苗津町 1‐1 H12年度 12,057  17,755 29,812

鶴岡南部児童館 文園町 1‐8 H25年度 3,994 31,967 35,961

暘光児童館 柳田字田中 28‐3 H26年度 4,319 31,365 35,684

鶴岡西部児童館 淀川町 9‐15 H21年度 4,323 13,586 17,909

大山児童館 大山三丁目 34‐16 H17年度 1,610 14,111 15,721

藤島児童館 藤島字笹花 58‐2 S41年度 389 19,021 19,410

まんまルーム マリカ東館 3 階 H21年度 7,082 0 7,082

計 26,692 127,805 161,579

ソライ 北京田字下鳥ﾉ巣 H30年度 30,852 8,527 39,379

現状

課題

屋内の「あそび場」は、「児童館」６か所や「まんまルーム」、幼児向けの子育て支援セン
ター14か所が設置されている。
児童館等の自由来館の年間総利用者数（R3実績）は、26,692人でソライの30,852人より
少ないが、学童や乳幼児クラブなど対象が固定される利用者が多い特徴となっている。

こどもの「あそび場」についての現状・課題（屋内）R5.7.27
鶴岡市健康福祉部
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こどもの「あそび場」についての現状・課題（屋外）

公園施設の多くが整備してから30年以上経過しており、遊具の経年劣化が見られる。

公園の遊具の設置状況

区分 箇所数 遊具有 主な遊具 遊具無

市街地に整備している
都市公園、街区公園

錦町公園、道形
公園、鶴岡西部
公園など

89 78
ブランコ、すべり台、シーソー、鉄棒
複合遊具、スプリング遊具、アスレ
チック、健康遊具 等

11

農村地域に整備してい
る農村公園

下川農村公園、
松ヶ岡農村公園
など

64 43
ブランコ、すべり台、ジャングルジム
シーソー、スプリング遊具 等

21

緑地公園ほか
ポケットパーク、
伊勢原町緑地、
蝦夷館公園など

33 6
ブランコ、すべり台、シーソー、雲梯
鉄棒、複合遊具、スプリング遊具 等

27

計 186 127 458基 59

現状

課題

屋外の「あそび場」は、遊具を設置している街区公園等が127／186か所、遊具は458基
となっている。劣化が進んだ遊具は地元町内会長等と相談のうえ修繕や更新をし、利用頻度
が低いものは地元の了解を得て撤去している。
町や学区を越えて多くの子どもが利用する、小真木原運動公園や鶴岡西部公園など大規模な
公園には、大型遊具を重点的に配置しているほか、広い敷地を生かした遊び環境やバスケット
コートなどの整備を進めている。

ヶ所 ヶ所 ヶ所

こどもの「あそび場」についての現状・課題（屋外）R5.7.27
鶴岡市健康福祉部
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（参考資料）藤島中学校周辺図 

武道館 

藤島児童館 

藤島老人福祉センター 
（旧寿尚苑含む） 

藤島小学校 

藤島中学校 

学校施設 

文教厚生施設 

図書館 
藤島分館 

 

藤島地区地域 
活動センター 

藤島庁舎 

藤島体育館 

くりくり保育園 


